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東邦大学医療センター佐倉病院　皮膚科

講師　三津山 信治

『 躍進する乾癬治療 』

　皮膚は外界と直接接し、普段から様々な刺激にさらされてい
るため、多彩な症状が出現してきます。その中でも、慢性的に
皮膚症状が続く代表的な疾患として、乾癬があります。何かに
かぶれているわけでもないのに、毎日皮疹が出続けることに悩
まされてしまう疾患です（図1）。乾癬は、関節炎を合併し、関
節痛で困ることもあります（図2）。これまで、乾癬の治療は限
られており、重症例では治療に難渋することもしばしばありま
した。しかしながら、近年、バイオテクノロジーの進歩により
新しい医薬品が次々と開発され、乾癬治療は飛躍的に向上して
います。

乾癬治療のピラミッド計画
　乾癬には多くの治療選択肢があり、ピラミッド計画として捉
えると、治療方針を理解しやすくなっています（図3）。ピラ
ミッドの基礎となる部分に位置付けられる治療が、外用治療で
す。皮膚に外用薬を塗ることにより、直接皮膚の細胞に治療効
果を及ぼすことができ、様々な治療が進んだ現在でも、外用治
療は大切な治療となって
い ま す 。 以 前 の 外 用 薬
は、1日2回塗る必要があ
りましたが、現在は1日1
回塗るだけで十分な効果
が出る外用薬が開発され
ており、外用治療の負担
も軽減されています。外
用治療の効果が乏しい場
合には、飲み薬や光線治
療に進みます。飲み薬も
種類が増え、治療選択肢
が拡がっています。

当科では、最新の光線治療機器による光線治療を行っています
　乾癬では、ナローバンドUVBという光線を当てる治療も有効
性が高く、安全な治療となっています。当科では、2016年か
ら局所型の光線治療機器であるターゲット型エキシマランプを
設置し（図4）、2020年からは全身型の光線治療機器として、

最新型のダブリン3シリーズ NeoLuxを設置し、良好な治療成績
を収めています（図5）。

続々と新規開発が進む注射薬とJAK阻害薬
　以上のような治療でも効果が不十分な場合、近年は効果の高
い注射薬やJAK阻害薬（内服薬）が使用できるようになりま
した。ただし、こうしたお薬は高い効果がみられる代わりに、
様々な副作用が出現することがあります。強い治療で体を壊し
てはいけませんので、新しくて強い治療が、必ずしもその方に
とって最善の治療であるとは限りません。自分に適した治療を
選ぶことが大切です。

進む乾癬の病態メカニズムの理解
　乾癬は皮膚疾患ですが、皮膚と全身の状態は密接な関わりが
あり、肥満やメタボリック症候群を合併すると、乾癬が悪化す
ることが分かっています。当科では、乾癬とメタボリック症候
群の関連性について解析を行い、メタボリック症候群が乾癬を
悪化させるメカニズムの
一つを明らかにしました
（図6）。こうした知見を
活かし、当科では皮膚の
治療だけではなく、肥満
やメタボリック症候群を
合併している場合には、
積極的に代謝内科や肥満
症外来とも御協力させて
いただき、全身を総合的
に診て乾癬の治療にアプ
ローチするようにしてい
ます。

　現在、乾癬には多くの治療選択肢があり、初めて見ると、そ
の選択肢の多さに迷ってしまいます。どの治療が自分に適して
いるかを判断することは容易ではありません。当科では、個別
に症状や状況を御相談させていただき、その方に最も適した治
療を考えて治療を行っています。診療の際には遠慮なさらず
に、どうぞお気軽にご相談ください。

図３ 乾癬治療のピラミッド計画

図4  局所型の光線治療機器： 
ターゲット型エキシマランプ

図5 a全身型の光線照射装置
　  b 全身型の光線照射装置（開扉時）： 

立位で1～2分間の全身照射を行う。

ba図1  乾癬の皮疹（日本皮膚科学会ホー
ムページより転載）

図2  乾癬性関節炎（Dermatology 
Information Systemホームページより転載）

図6  メタボリック症候群による乾癬の 
悪化メカニズム
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メンタルヘルスクリニック 月 火 水 木 金 土

午前（初診は要予約） 松崎 松崎 松崎 松崎 松崎

午後 松崎 松崎 松崎
（第3のみ） 松崎

※当院受診の際には紹介状をご用意の上お問い合わせください。

東邦大学医療センター佐倉病院　メンタルヘルスクリニック

医局長／講師　松崎 淳人

『 患者さんが自分らしく地域社会で自己実現ができるよう
　 共に生きるご家族並びに関係者と一緒に支え合う医療を 』
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メンタルヘルスクリニック概要
　1991年9月に大学附属病院（総合病院）として当院開設以
来、外来診療を主体に診療を行っております。かかりつけ医等
の近隣医療機関からご紹介頂く一般外来と、総合病院特有の院
内他科からの併診等の依頼（コンサルテーション・リエゾン活
動）の両方に対応しております。
　2007年10月よりうつ病等で休職中の会社員のために、「職
場復帰支援プログラム」（リワーク）を、看護師・作業療法士
等の多職種連携のもとに実施しております。
　また公認心理師が、認知行動療法（さまざまなストレスへの
積極的対処力を身につけて、それを自分で使いこなしていくと
いう、いわゆるストレスに対するセルフマネジメント能力を
磨く方法）を中心に各種心理検査や心理療法を実施しておりま
す。毎週水曜日15～17時に集団認知行動療法を行い、10名近
くの患者さんが参加されています。2020年より発達障害の方
のための集団認知行動療法も開始しました。
　2021年度診療実績は、初診273名、再診2414名の合計、
2687名です。受診患者様の男女比はほぼ半分で、受診患者年
齢層では、40歳代（504名）と70歳代（500名）と二峰性に
ピークがあります。これらは近年の就業者を取り巻くストレス
状況と、高齢化社会となり認知症の患者さんが増加傾向である
ことを意味しております。（図1）

コンサルテーション・リエゾン活動
　当院に入院している身体各科の患者さんに生じる様々な精神
的問題に対応する活動です。周産期の産婦人科や小児科との併
診（助言、カンファレンス活動）、各年齢層における内科系な
いし外科系の入院患者さんの併診等から高齢者のせん妄対応に
至るまで当院身体各科が担う高度専門的医療の実臨床をメンタ
ルヘルスの側面から支えております。
　なかでも、せん妄の発見と早期治療介入は、在院期間短縮と
合併症予防として重要です。（図2）

オベシティ外来
　当院では先進医療として高度肥満症の方への外科的治療を行
なっておりますが、その様な医療を行う患者さんの精神面の術
前評価から術前術後の精神面での支援に至るまで幅広く診療
部・看護部・栄養部・リハビリテーション部など院内各セクショ
ンの部署と連携して多職種共同医療として対応しております。

認知症専門外来
　専門医による認知症専門外来を開設しております。認知症の
周辺症状にはBPSDとよばれる、幻覚・妄想、徘徊、介護への
抵抗といった問題行動への対処を含めて相談や治療に応じてお
ります。外来診療日については、当科にご確認ください。

産業精神保健・職場復帰支援センター
勤労者メンタルヘルス外来
学生と勤労者メンタルヘルス外来

　当院では、大学医療機関・総合病院として全国に先駆け、
2007年10月からうつ病を患った方へのリワークプログラム
を導入し、地域におけるうつ病リワークの中核的な役割を果た
しております。当リワークは、様々な病態の方々の復職にむけ
て、まず始めに事前面談を行ない、ニーズを確認し、単一のプ
ログラムを適応するのではなく、多職種カンファレンスで適宜
治療プラグラムを調整し、時には認知行動療法を併用するなど
きめ細かく、プログラム内容と実施頻度を調整し行なわれま
す。2021年度は83名の方が利用され、復職目的でのプログラ
ム修了者42名中79％の方が復職されました。利用者の疾患分
類を図に示します。（図3）
　勤労者メンタルヘルス外来では、幅広く勤労者の精神衛生に
寄与するよう診断並びに治療を担当しております。また2022
年度より勤労者メンタルヘルス外来の対象を学生にまで一部拡
張して第2・4土曜日に、「学生と勤労者メンタルヘルス外来」
として、精神面での診断・治療などの支援を実施致します。

図1 外来受診患者の年齢分布（n=2,687） 図2 他科入院依頼患者の診断分類（n=135） 図3 疾病分類（n=83）


